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テーマ別パネルディスカッションⅡ 

「教育から雇用への移行支援における課題 

－専門的支援の活用の可能性を広げるために－」 

 

司会者：望月 葉子（障害者職業総合センター 特別研究員） 

パネリスト（話題提供順） 

：林 眞司氏（東京都立足立東高等学校 副校長） 

：深江 裕忠（職業能力開発総合大学校 能力開発院能力開発応用系 

職業能力開発指導法ユニット 助教） 

：石川京子氏（ぐんま若者サポートステーション臨床心理士/ＮＰＯ法人リンケージ理事長） 

 

司会（望月）：障害者職業総合センターの望月です。司会進行の役割を務め

させていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 話題提供いただく３人の方々のご紹介をさせていただきます。 

 東京都立足立東高等学校、林眞司先生です。 

 続きまして、職業能力開発総合大学校、深江裕忠先生でます。 

 ３人目は、ぐんま若者サポートステーションの石川京子先生です。 

 

司会（望月）：では、パネルディスカッションの進め方などを含めて、最初にご案内をさせ

ていただこうと思います。 

 パネリストの方々のご所属をご紹介させていただきましたけれども、障害者支援をメイ

ンの取り組みとしている機関ではありません。しかし、利用者のあるいは在学されている

方の中に支援を必要とする人々がかなりいらっしゃいます。対象者は、高校、大学、大学

院と進んできて、職業選択の際に障害と向き合うことを余儀なくされるといった経験をす

る若者を想定しています。つまり、発達障害の診断のある方々、あるいは発達障害を疑わ

れる方、在学中の支援を要する方々、このような方々のことを考えてパネルディスカッシ

ョンを組んでおります。 

 まず、今ご紹介した順、すなわち、若者の年齢段階の若い方から、だんだんに職業に近

づいていくという年齢順に話題提供いただきます。 

 障害者職業総合センターでは、かつて、就業を目指していくという発達障害のある若者

に在学中にこんな経験をしてもらいたいというようなことを考えて、プログラムを提案し

たことがございます。ワークチャレンジプログラムと名づけて、報告書や教材集になって

いるのですけれども、現実には高校の課程の中でこのプログラムを取り上げていただくと

いうようなことが難しいといったようなことが続いておりました。東京都立足立東高校か

ら活用のお話があるまで、私どもではそうしたことがなかなか難しいに違いないというふ

うに思っていたくらいです。 

 この足立東高校では、このワークチャレンジプログラムを体験的な学習として、それか

らそのほかのさまざまな学習を教育課程の中に位置づけることで、新しい一歩を踏み出し

ていくといった研究開発事業に取り組んで、ことしで４年を迎えます。この成果は来年報

告されると伺っておりますが、その好事例をここでぜひともご紹介いただきたいと考えま
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した。 

 続きまして、私どもの機構の中に公共職業訓練部という部署がございます。今ここを主

催しておりますのは、障害者支援を研究する部門があり、障害者支援と公共職業訓練の連

携で、問題解決を図る試みを実現するための研究プロジェクトが始まって、ことしで３年

がたちます。公共職業訓練部、つまり職業能力開発校の中でどんな試みがなされてきたの

か、どんな成果が上がってきたのか、何が問題として浮かび上がってきたのかといったよ

うなことをお話しいただきたいと考えました。 

 最初のお二方の所属先というのは、学校教育や教育訓練の機関ですので、送り出し側と

いうことになりますが、うまく就職できる方々ばかりではありません。ですが、こうした

「障害者のための」といったような「看板」のないところを卒業してこられた方々といい

ますのは、まず相談に行く先は「障害」の看板のない就労支援機関であることが一般的で

す。そこでは、一体どんな支援が必要と考えられていて、どんな事業展開が必要になった

のか、どんな成果を生んだのか、こんなことをぜひとも話題提供していただきたいと考え

て石川先生にお越しいただきました。実はぐんま若者サポートステーションとご紹介しま

したが、その支援のために新しい事業形態にも取り組まれて、２つの事業をリンクさせて

いくといった試みは、皆様方にも大変新鮮に映るのではないだろうかと、こんなふうに考

えています。 

  

  

 それでは、林先生、よろしくお願いいたします。 

 

林：東京都立の足立東高校から参りました林と申します。よろしくお願いいたします。 

 この足立東高等学校ですけれども、来年で４０周年を迎る全日制の普通科の高校です。

ですから、一般にいわゆる高校、普通の高校という形でやっていますけれども、東京都で

は、１２年ぐらい前から高校改革というのを積極的に進めてまいりまして、その中で全日

制の普通科の高校でもいろいろ改革が進んでまいりました。その中で行

われてきましたエンカレッジスクールです。この目的なんですけれども、

御存じのとおり高校進学率は非常に高くなっています。 

東京都の場合ですと、９６％が高校へ進学してきます。こういう高い

進学率があると、学ぶことに積極的な意味を見出すことができない生徒

が高校へ入学してくることになります。そこでこうした生徒に対して、

思い切った指導を導入しようという形になったのが、エンカレッジスク

ールです。本校が位置するような学校ですと、いわゆる生活指導上、非常に荒れがあった

り、中退する生徒が多いのですが、高校を中退してしまうことや学業に目が向かない要因

には、やはり１つ低学力という問題があると東京都では分析をしまして、こうした低学力

の生徒に対しては、「入学試験において学力検査をしない。つまり、学力は問わない。それ

から、弾力的で実践的な教育過程を編成する。」という方針で、平成１４年に東京都の教育

委員会からエンカレッジスクールとして、最初は本校と秋留台高校の２校を指定するとい

う形になり、現在は５校までふえてきています。 

 それでは、この弾力的な運用というのはどういう形になるかということですが、まず卒
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業までに習得させる単位数ですが、この必要最小限、要するに卒業までに必要な単位数と

いうのは、高校の場合ですと、７４単位になります。普通の高校ですと、最大、３０単位

を１年間でとれますので、３年間で９０単位とれることになります。実は、９０単位とら

なければ高校卒業にならないかというとそういうことはなくて、７４。つまり、１６単位

が必要ではないという形になります。１６単位といいますと、３年生の午後全て授業をな

くしたとしても、まだ余ることになります。大体２年生で６０単位とりますから残り１４

単位とればいいという形になりますので、非常に単位数的には余裕があるという形になり

ます。 

 それから、必履修科目というものがありますが、この文部科学省が求めている履修科目

高校を卒業する要件ぎりぎりに科目を設定していくことにしました。 

 それから、学校として求める科目を学校設定科目として必履修科目に設定しましょうと。

それから生徒が将来、自分の人生、それから自己実現、こういったものを手だてとして見

つけていくために、キャリアガイダンスという授業を１単位、１年生から３年生まで実施

しています。 

 また、学習指導要領の中では１０分程度の短い時間でも単位数として認めることが可能

であるとなっています。効果があるのであ

れば、５０分授業というのが標準ですが、

５０分３５週の授業を中身を１０分にし

ても、同じ時間数をするのであれば、これ

を１単位として認めることもできます。例

えば、１０分を５日間、３５週実施すれば、

５０分授業を３５週したのと同じという

形になります。これが弾力的な教育過程の

運用という形になります。 

 それから、東京都には市民講師の制度というものがございます。教職の免許を持ってな

いと教壇に立って授業を教えることはもちろんできませんが、世の中では教職の免許を持

っていなくても、非常にすぐれた人材、こうした有資格を持っている方がいらっしゃいま

す。こうした方を公立学校に招いて、そして授業を行っていただくという制度がこの市民

講師という制度です。これが体験学習のときに非常に重要になってきます。 

 体験学習の授業ですが、さまざまな授業があります。例えば就業体験分野、ライフスキ

ルトレーニング、それから整備工業技術、美容、保育、福祉、園芸農業、資格検定分野の

講座を設けています。これらの講座を１年間で２講座受講するというのが本校での学校設

定科目としての位置づけになります。 

 この中で１つ、ライフスキルトレーニングを紹介します。内容は掃除です。校内で掃除

をしながら学んでいくという形態をとっています。何を学ぶかと申しますと、やはり１つ

大きいのはコミュニケーション能力。本校に入ってくる生徒の中には非常にこのコミュニ

ケーション能力がうまくないために、人と一緒に何か共同で行う作業ができない生徒がい

たりします。そこでこの清掃活動を基軸として、そういったコミュニケーション能力を育

成する授業としてこのライフスキルトレーニングを置きました。 

 ここで活躍しているのが市民講師の方です。社会福祉法人の職員の方に講師として来て
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いただいてます。この方は以前、特別支援学校に勤めていた経験もあるという方です。そ

の結果、生徒にどのような変化が起きたかという話ですが、非常にかたい生徒なんですけ

れども、こういった生徒がだんだん変わってきて、自分の気持ちを相手に伝えることがで

きるようになってきた。その後、部長として活躍して、近隣での活動にも参加するように

なりました。それまでとてもそういうことができるような生徒でなかった。やはりこの授

業をとることで、自分でリーダーシップを持って部活動を率いていくことができる。そし

て、外で活動ができるようになってきました。このことは、このライフスキルトレーニン

グの一つの成果だというふうに思います。 

 それから先ほど望月先生のほうからご紹介をいただきましたワークチャレンジプログラ

ムを取り入れている体験学習になります。もともとこういった講座を置くことの必要性は

あったんですが、一番大きい理由が本校に入ってくる生徒の姿を考えると、先ほど申しま

したように非常にコミュニケーション能力が高くない生徒がいるということです。就職し

てもなかなか職場でうまくやっていけず、すぐに離職してしまう、また、進学する生徒も

いますが、やはり進学してもうまく履修できないということで、退学してしまう、という

話をよく聞いております。 

 このような形で卒業する生徒に対して、高校在学中に何ができるだろうかということで

考えたのが、先ほどのライフスキルであり、ワークチャレンジプログラムというプログラ

ムです。 

 これらの科目を履修するに当たっては、生徒から希望をとりますが、どの科目を優先す

るかというところについては担任の先生、特別支援教育コーディネーターの見立てになり

ます。 

ワークチャレンジプログラムであれば、就職を希望している生徒で、しかもこのまま就

労すると何かのつまづきで、きっと早期離職してしまうんじゃないかと思われる生徒に対

し、担任等がピックアップをしてこの講座を勧めることもあります。 

 ワークチャレンジプログラムでは、市民講師として、ハローワークから就職支援ナビゲ

ーターの方に来ていただき、授業を行っていただいています。 

 一番大きな成果は、働くとは何か、それから企業で求められてることは何かということ

が感じ取ることができるということです。この中では１時間仕事についての話があります。

その後実際に作業を行う形になります。 

この作業ですけれども、この作業を行うと、自分の思ったイメージと違うということに

気がつきます。これも一つの大きなワークチャレンジプログラムを行う成果だというふう

に言えます。 

 それから、もう一つ、非常に重要なのが、人材育成の視点での授業ということです。学

校の授業というのは、先生が黒板の前に立って教える。生徒は聞く、こういう関係性であ

り、一斉授業という形の中で、なかなかこの人材育成という視点で授業を行うことは難し

い。それを人材育成の視点から変えることで、生徒

の自己肯定感の高まりが見られたり、自己理解に基

づいた行動変容が見られたりしました。 

 最後のほうになりますけれども、本校の校内の支
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援体制というのがどのように引かれてるか。一つは教育相談委員会、これが一つ大きなキ

ーとなる組織なんですけれども、こちらでは週１回、授業内に時間を設定しまして、私、

副校長ですとか、各学年の特別支援コーディネーター、それから養護教諭が出席します。

この中で要支援の生徒の情報交換を行います。その中で今こういう生徒がこういう状況で

困ってると、どうしたらいいだろうかという話で、そこから一つは学校医として精神科医

が入ってますので、精神科医を使った支援に結びつけたほうがいいのではないかと。また、

スクールカウンセラーも週１回来てますので、この場合はスクールカウンセラーにつない

だほうがよいのではないか、また、場合によってはＫ－ＡＢＣというような学力を測るよ

うなアセスメントを行ってみたり、また校内研修として特別支援教育のテーマで校内研修

を進めたりします。 

 それから、これはこの１年にやってるんですけれども、自立支援教育のプログラムとい

うことでキャリアプログラムを導入して、今現在進めているという形になっています。 

 こういう形で本校では特別支援教育というものを進めています。そして、こういったも

のが、あちらこちらにだんだん広がってきているというようなところがあります。 

 

司会（望月）：ありがとうございました。 

 では、続きまして、深江先生にお願いしたいと思います。 

 

深江：私、現在は職業能力開発総合大学校というところに所属しておりますが、この３月

までは前の職場、高知職業能力開発短期大学校というところに所属しております。そのと

きの話をご紹介したいと思います。 

 ポリテクカレッジ高知と地元で愛称として呼ばれていますので、今後

はポリテクカレッジ高知という名前で呼ばせてもらいます。 

 どんな学校なのかというのは、いわゆる職業訓練で実際に鉄を削った

りとか、あるいは電子機器をつくったりとか、そういったことを教えて

おります。 

 さて、支援の流れはどんな流れかといいますと、仮想の事例を使って

それでポリテクカレッジ高知ではこういうふうに支援をやってるんだ

と、そこでこういうことがポイントになってるんだということを紹介したいと思います。 

  まず１クラスに１名ぐらい何となく、ん、ちょっとこれ普通の学生と違うなというよ

うなことがあると思います。もちろんそういう親とか保護者から連絡はないんですけど、

何か発達障害の可能性があるんじゃないかなというようなことがあると思います。今回の

仮想事例では自分から話すことはほとんどない、いつも無表情なんだと、でも無口という

わけではなくて、こっちから質問したことには答えは返してくれるね。でも、何かちょっ

と微妙に違うんだよね。例えば「少し時間くれると」聞いたら、「時間は僕の所有物ではあ

りません」というふうに、何かちょっとこっちの意図と違うような回答をしてくるなとい

うような学生です。 

  さて、どうしましょうね、こういうとき。大体はパターンとしては２パターンあると

思うんですよ。とりあえず本人が慣れるかなと、まだ慣れてないのかなということで様子

を見ることにして、誰にも相談しないというケースと、もう一個は上司と相談して、担任
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とか担当の先生が頑張って対応すると、このようなケースがあると思います。 

 でも、発達障害の方の場合ですと、慣れるまで様子を見てもいつまでも慣れる様子がな

いわけです。自分から自然と学び取る力が弱いですから、そういうところは難しいです。

さらに失敗を繰り返すことによって、本人は自信を喪失して、ある日突然もうやめますと

いうふうに言ってくることがあります。実際前ぶれとかもないので、本当にこっちとして

は突然退学を表明してきたなという感じになります。 

 では、先生が頑張って対応した場合はどうなるかというと、こちらのほうは時間をかけ

て何度も教えるんですけど、発達障害の方に合ってない教え方をするといつまでたっても

覚えてくれないわけです。毎日先生は悩んで、やがてちょっとメンタルヘルスが悪化する

というようなことが起きがちです。 

ポリテクカレッジ高知では、こういう学生に出会ったときにはケース会議のメンバーに

報告するということになっております。ん、ケース会議って何だということになるのです

が、ポリテクカレッジ高知の中で配慮が必要と思われる学生について検討する会議を設け

ております。この会議の特徴としましては、実は職員だけではなくて、外部の専門家も呼

んでおります。１人が障害者職業センターの主任カウンセラーの方。それと、もう一人が

大学の教育学部の特別支援コース担当をされている准教授の方、この２人の方を専門家と

して呼んでおります。 

 その専門家の方と一緒に「こういう学生がいるんだけど」ということで一緒に考えるわ

けです。通常職員だけで会議を構成すると、専門家の意見というのはなかなか聞きにくい

んですけど、もう最初からメンバーに加わっていますので、すごく聞きやすいわけです。 

 あと、全ての課の中から１名ずつ担当者を呼んで、対象者がいなくても参加してもらっ

てます。これはなぜかというと、いわゆる情報共有とともにノウハウもたまりますので、

今後のために参加してくださいというふうになっております。 

 支援担当者はいろいろな役割があるんですけど、そういったこ

とをしながら支援担当者と担任とがタッグを組んで、方針はケース

会議で決めて行うというような構成になっています。 

 先ほどの学生を見つけたときには、観察学生としてこの学生につ

いてはどういったところが行動特性としてあるのかなということ

を見ていきます。観察期間は３カ月以上と、思った以上に時間をか

けております。これはその理由がありますので、後ほど紹介します。 

 その間に職員間で、科目が違うと担当が違うので、先生方の情報共有とか、あと観察学

生なので接し方に気をつけてくださいというような情報発信とか、あとは支援担当者が授

業中の様子を観察したりとか、ほかの先生たちが授業をやっている後ろに入っていって様

子を見たりとか、あるいは三者面談で保護者にさりげなく探りを入れたり、そんなことを

試したりします。 

 先ほど仮想事例の学生でいきますと、字句どおり解釈するようなので、比喩表現や慣用

句を使わずに指示をしてみたり、あるいはいつも装置にぶつけているのは、ボディーイメ

ージがつかめてない可能性があるので、ほかの場面でもぶつけているか観察したり、そう

いったことをやって、より深く観察するポイントと軽微な支援保護を検討しております。 

 こういうかなり具体的なことまで入れるのは、やっぱりケース会議に専門がいることで
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できることでありまして、観察学生の段階からアドバイスをもらいます。さて、観察を３

カ月以上やっているのはなぜかと言いますと、実は半分ぐらいは観察学生の段階から観察

の対象から外れるんですよ。その３カ月ぐらいの間に職員の接し方を変えたぐらいで、も

う改善したり、いわゆる生活環境が原因でなっていたとかいうことがありますと、そうい

うところから外れます。 

 でも、残り半分はやっぱりどうも課題が解消しない。大体多くのケースは悪化するんで

はなくて、全く変化がないということです。でもこれはこれでいい結果でして、本人が失

敗続きで自信喪失する場面が減って、先生も教えやすくなったということですので、状況

としてはよくなっています。 

 さらにその上を行こうとする場合には、今度は配慮学生へと移行します。特別な配慮を

するためには、やはり目立ちますので、特別扱いというふうになっちゃうわけです。その

ためには保護者と本人の理解が必要です。特に保護者に黙ってやるととんでもないことに

なりますので、保護者の方と面談して、ちょっとこういうところがあるんだけど、そこに

ついては特別扱いさせてくださいというようなことを相談します。 

 さて、この保護者の理解を得ての部分なんですけど、これは非常に慎重に行う必要があ

ります。信頼関係をまず築かないとできませんので、信頼関係を築くまでは本人の様子と

かを伝えながら何度も面談を重ねて、一緒になって問題を解決しましょうというふうに、

“一緒になって”というところをポイントに面談をしております。 

 今回の仮想事例では保護者に「自分から話せないんだけど、どんな質問でも答える姿勢

がすばらしいよね」といったことを話して、それで「コミュニケーション力が向上する見

込みがあるから、放課後にちょっと特別な特訓したいんだけどいいですか」と。そんな感

じで提案して、それで承諾を得ました。 

 さて、特別扱いということでいよいよ支援を始めていくんですけど、ここはＰＤＣＡサ

イクルを意識して実施します。今回の仮想事例では、まず計画の段階で”自分から話さない”

のと”無表情”、どっちが重大かなということを考えて、自分から話さないほうが重大かなと

いうことで、じゃ、その原因について一度考えます。自分から話す必要性を感じないのか

な、話を切り出すタイミングがわからないのかな、それとも話すテーマや文章をまとめる

のに時間がかかるのかなと、そういったことを考えて、それぞれどんな特訓をすればいい

かを検討します。もちろんチェックがありますので、特訓前と後の変化を評価します。 

 評価の段階は、本人にストレスがかかってないかどうか、これも大事ですので、これも

確認します。 

 定着したら次の課題に取り組みます。もちろん全部うまくいくわけはありません。そう

いうときは速やかに支援を引き上げて、別の方法の支援を実施します。大事なのは、成功

でも失敗でも、結果は保護者に正しく伝えることと、失敗したら失敗したことに早く気づ

いて、それで次の別の方法を試すということです。失敗したのにずっとやっていると、不

適切な支援を続けていることになりますので、そのときにはより悪化することもあります。 

 今回のケースでは、何とか話すようになったんですけど、就職活動はちょっと難しいだ

ろうということで、支援機関の利用を提案することにしました。これもケース会議で専門

家の意見を聞きながら、判断します。家族の方に支援機関の利用を説明するんですけど、

非常にここは慎重に進めないといけません。注意点としては、家族との関係はどんな状態
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になっても向き合う覚悟がなかったり、支援機関についてうまく説明できないときにはむ

しろ家族に言わないほうがいいかもしれないということです。 

 さて、最後に支援体制構築についてはどんなことがポイントになるかということなんで

すけど、まずは専門家の協力が必要です。この専門家の協力がないと、素人判断すると不

適切な支援をしてしまうことになりますので、そういったことが大事です。 

 あと全員参加です。全職員が大なり小なりかかわってきてはいます。個人個人で温度差

があるのは当たり前です。職員の方で関心が薄い方がいても、でもその対象者と接すると

き、話し方に気をつけてくださいねと。その程度でもいいんです。その程度で大分二次障

害を防げますので、その程度でいいと思っています。 

 あと当たり前の意識ですね。「また今年も来たよ」ではなくて、また「今年は二、三人来

たのね」というぐらいの気持ちで取り組まないといけません。実際、それがポリテクカレ

ッジ高知では普通のことになっております。 

 

司会（望月）：ありがとうございました。 

 支援体制の構築という点で、高知校のこの体制整備の中核として、この役割を推進され

た深江先生ならではのお話でした。まとめは３月をめどに報告書として刊行されるのでは

ないかという予定になっております。 

 それでは、学校を卒業した若者が、さて就職を考えるときにさらなる支援の相談先とし

て、どこを求めるか。石川先生からのお話をいただきたいと思います。 

 

石川：ありがとうございます。改めて石川でございます。どうぞよろしくお願いします。 

 学校生活からその職業生活にいく時の流れはとても連続しているように見えるけれども、

実際はすごく不連続。会場の皆さんも感じていることなのではないかと思っています。 

 サポートステーションには、いろいろな若者が来ます。その若者に学校にいたときと、

仕事をしたときと何が一番違うと聞くと、学校にいたときはお客さんでいられた。でも、

仕事を始めると、自分で主体的に動かなきゃいけないし、報酬に見合った労働はしなきゃ

いけないし、職場があれば、その職場に社会参加をしていかなきゃいけない。実は、連続

しているように見えて、ここには大きな不連続があるのではないかというのが、我々が支

援を始めたときに強く感じたことです。 

 特に、暗黙のルールは実はちゃんと教えてもらってないことも多い。

特に発達のでこぼこがある若者たち、皆さんも御存じのとおり、なかな

か暗黙のルールを読み違えちゃったり、読み取りにくかったりする。な

ので、一生懸命やっていても、そこにはご本人さんたちとの感じている

ずれがある。そこを変えようとすると、変えようとしている支援者もど

んどん疲れていくし、本人も疲れていく。であれば、本人は変えずにい

かに彼らが持って築き上げてきた力を発揮できるか。この視点一本で行こうということで、

我々が仕組みとしてつくり出させていただいて、まだ試行錯誤ですが、今やっているのは、

彼らが実際経験を通して納得した仕事にマッチングをさせる、こういった仕組みを何とか

つくり上げている状況です。きょうは、そのお話をさせていただきたいと思います。 

 ポイントとしては今申し上げたように、ご本人が頭や書類でわかっているだけじゃなく
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て、体験したこれだったらできるという手応えとか納得を重視するようにしています。 そ

れと、サポートステーションに来た若者は、なるべく早く仕事がしたいなと思っています

ので、あまり時間がないので、我々が支援者としてプロとしてできることは、ご本人がど

んな力を持っていて、今のこの社会ではどういう仕事だったら役に立って力を発揮できる

か、このアセスメントに力を入れています。そして、私たちも全部ができるわけではない

ので、ハローワーク、ジョブカフェ、職リハ、発達障害者支援センター、学校、家族、そ

れぞれができる役割を分担して、チームで動くということもとても大事にしています。 

 もう一個は、我々はあなたのエージェントだという話をしています。この図はご本人が

歩んでいくステップの中で、自分はどんなことが得意で、どういうルートを通っていくと、

最終的には適職にめぐり会えるか、そんなステップをつくり上げています。 

 右にあるのが、いわゆるサポートステーションという障害の看板ないところです。今年

度は全国に１６０カ所あります。ここは１５歳以上の方、４０歳未満の方だと誰でも無料

で使える機関でございます。ここにジョブカフェとかハローワークからご紹介をされて来

る若者がいます。ご家族のご紹介で来るケースもあります。 

 もう一つは学校、特に高

校を卒業されて就職をする

場合が多い高校さんからご

紹介をいただく場合もあり

ます。でも、高校生ぐらい

だと忙しいので、なかなか

サポートステーションに足

を運ぶ機会というのもあり

ませんので、我々のほうか

らお邪魔をさせていただい

ています。これは群馬県の

労働政策課が、教育委員会

と連携をしていただいて、キャリア教育という名のもとで、我々がお邪魔できるような仕

組みをつくっています。 

 全員にお話しする場合もあれば、この子は発達障害がどうもありそうだ、どういう特性

があって、どういう仕事が向いているかわからないといったようなときにキャリアカウン

セラーとして行くこともあります。 

実際はサポートステーションというのは、基本的には相談がメインになります。ですの

で、相談だけでうまく就職をしていかれる方もいらっしゃいます。でも、相談だけではな

かなかマッチングがうまくいかない若者もいます。ここが私たちが一番行き詰まった点で

す。なかなか言葉のコミュニケーションだけだとうまくご本人のよさを引き出す、あるい

は知るチャンス、あるいはこちらが説明するチャンスがなく、とても行き詰まったことが

ありました。そこで、考えたのが、実際体験をしてみようということです。先ほど林先生

がおっしゃられたライフスキルトレーニングと似たものをジョブトレーニングという名の

もとでつくりました。 

 林先生のところは、市民講師の先生の方が一緒にライフスキルトレーニングをされてい
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ますが、私たちの群馬県でも地域のリタイアをされた方々がジョブトレーニングコーチと

いう名前で一緒にやってくださってます。何かができることが目的ではなくて、自分は何

に向いてるか、何だったらできるか、これを発見してもらうプロセスです。 

ここで自分はこういうことだったらできそうだということで、就職をされていく方もい

ます。実は、このジョブトレーニングをしている隣のスペースで、発達障害のある方向け

の専門の就労支援講座をしています。ここでは、発達障害、障害というのは固定したもの

ではなくて、生きていく上で困難があるときに障害という。発達障害というのは、脳のタ

イプの違いの一つであって、それは少数派であって、少数派が多数派の世界で生きていく

ためにはちょっとしたこつが必要だから、そのこつを学びましょうということで、いろん

な講座をつくっています。 

 ジョブトレーニングから、あれ、隣では何やってるんだろうというふうに気づかれて、

自分もそう言えば昔そんなこと言われたなとか、自分も何か同じような困難を持ってるな

なんていうふうに、ちょっと自然に誘えるような形をとっています。 

 ここまで来ると、ご本人さんたちは自分の脳のタイプというのはどんなタイプなのか、

どんな仕事に向いてるのか、自己理解というものがほぼ済んでいる状態です。ここまで来

て最後、実際の就職をするときに職リハの機関につなげたり、ほかのナカポツセンターな

どの就労支援機関につなげていくこともあります。 

 ここで、我々はエージェントと言っていますので、高校にもハローワークにも職リハの

機関にもご家族に会うときにも、いつも同じ担当が顔を出しているようにしています。後

でまたお話をしますが、エージェントを使うかどうかはご本人の自由だ。いろいろな選択

肢の中であなたが一番行きやすくて、目指している生き方を選んでいけばいい。そのため

の、もしエージェントが必要であれば、それを使うとうまく利用できることもあるかもね。

こんなメッセージを伝えながらやっています。 

最後に１つだけ、実は別々のＮＰＯとして運営しています。理由はサポートステーショ

ンというのは、基本的には横並びで同じことを期待されますので、機能的にご本人さんた

ちのニーズにより合わせやすいということで、別の法人を立ち上げたという経緯がありま

す。そこではジョブトレーニングと発達障害に特化した就労支援をやらせていただいてい

ます。 

 

司会（望月）：ありがとうございました。 

 もともと不連続であるというこの現実にどう向き合うか、どう支えるかというようなと

ころで話題提供をいただきました。 

 では、これから後半部分ですけれども、限られた時間の中でどんなふうに進めるか、司

会のところで少し整理をさせていただければと思います。 

 送り出し側として成果を数々挙げるまでの体制整備の工夫、苦労、課題といったような

ところをお話しいただきました。ワークチャレンジプログラムでハローワークの就職支援

ナビゲーターが事業場の部長役を担当して、これが効果的であったというようなことがあ

りました。このプログラムの推進、実際には作業を通してさまざまな経験を積み、職場の

ルールやマナーを学ぶといったときに、外部の人材というのはどんな意味を持っていたん

だろうか。どんな方々がこうした役割に最適なのか、そのようなところでまずは林先生に
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ご発言いただければと思います。 

 それから深江先生には、気づきというところでお話をいただいたところですが、外部を

巻き込んで情報共有支援体制をつくったという点がございました。ケース会議を構成して

いくときに、どんな人材がどんな役割が最適なのか、学校といいますと、学校の中で完結

をするといったような思いで、言ってみれば比較的開放的というよりは逆の閉じた中での

運営というようなこともよく聞くところです。そこを打ち破ったというこの視点で、それ

ぞれにご発言をいただければと思います。 

 まずは、林先生からお願いいたします。 

 

林：それでは、ワークチャレンジプログラムの中で、外部という形で市民講師の先生に来

ていただくんですけれども、先ほど石川先生からありましたように学校はお客さんでよか

った。つまり、教師と生徒という関係で、教える側と教わる側という形の関係が成り立っ

ているわけです。で、ワークチャレンジプログラムでは一応模擬会社という形ですので、

一番最初の授業のときには、校長が社長という形になりますので、校長から辞令を渡しま

す。ですから、その中で例えば先生が部長役や課長役をやることも可能ではあるんですけ

れども、生徒にしてみると、やはり教員と生徒という関係性がありますから、やはりその

中で幾ら仕事がこうですよ、こういうことをやらなきゃいけないんですよ、今の報告は違

いますねという言い方をしても、うまく入っていかないんですね。 

 ここが非常に悩ましいところで、就職支援ナビゲーターの方から言われて、一番ああそ

うかなと思ったのは、「先生方が行っているのは教育です。私が行なっているのは人材育成

です。この視点は大きく違うんです。」ということです。なるほど、教員がやはり教えると

いうこと、それは立場をかえて仕事を教えるということがあってやった場合に、キャリア

教育もそうなんですけれども、なかなか教員がキャリア教育を教えるということ、また仕

事というものにつなげていく場合、生徒が社会に出てすぐ仕事に入っていくわけですけれ

ども、そこでの上司は決して先生ではないという関係が難しい。また同僚も友達ではない。

そこがやはりうまくいかない原因だったりするんですね。だから、学校から社会に出ると

きの、企業に入ったときの意味合いで言うと、その関係性を壊すというのかな、先ほど溝

がありますと言われたとおりです。やはり、学校という中にいて教員と生徒だった関係か

ら、就職して上司や同僚に囲まれて仕事をするという個人という形になってきたときに、

やはりそこの大きな溝を、普通の理解でいけば、暗黙知、暗黙のルールを周りを見ながら

修正はできるんですけれども、やはりうちのレベルの高校に来る生徒たちでは、なかなか

修正がうまくきかないので、「やっぱり何か職場がおもしろくない、やめちゃおう。いじめ

られた、やめちゃう。何か嫌みを言われた。」という言い方をします。ですから、そういっ

たことにならないためにワークチャレンジプログラムを入れてますので、やはりそこでは

学校の教員がやるんではなくて、市民講師という形で行っています。ただ、ここで難しい

のが、どういう方が一番市民講師としていいのかということで、非常に学校としても悩み

まして、やはりここでポイントになるのは、ある程度発達障害ですとか、そういった特別

支援という部分をある程度理解している、人材育成をできる、企業で人事を担当してる方

などが担当されるのが一番いいだろうということです。 

 ですから、今も就職支援ナビゲーターの方でなくて、例えばリクルートのほうで企業研
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修、新人研修を担当してる方が今、市民講師で入ってるんですけれども、その方には今度、

特別支援教育というものがどういうものなのかということを理解していただかないと、何

でこの子できないのかなという形で困る場合があります。 

 

司会（望月）：ありがとうございました。 

 続いて、深江先生、お願いいたします。 

 

深江：私のところではケース会議に専門家の方が入っていますけど、そのメリットは非常

に大きいです。もちろんデメリットもあります。いわゆる支援対象者の学生とつながって

いる専門機関とうちのケース会議の専門家との間の橋渡しをしたり、日程調整したりいろ

いろ苦労はあるんですけど、でも最初から専門家が入っていることによって、それでいわ

ゆるどこの専門機関ともつながってないような、いわゆるグレーゾーンの学生に関しても

アドバイスはいただける。これは非常に大きいです。さらにそういったことを事例として

どんどんケース会議でたまっていくことでノウハウが築かれます。外部の人が入っていま

すので、どこどこではうまくいったというような、そういう事例の話も聞きますので、そ

ういったことからノウハウのたまり方が非常にいいスピードでたまっていくのが大きなメ

リットかなと思います。 

 とはいっても、今この話を聞いて、じゃ、うちにスクールカウンセラーが来てるからス

クールカウンセラーをメンバーに加えればいいのかなというふうに安直に考えないで欲し

いです。といいますのも、うちも専門家の方を選ぶのにかなり時間をかけました。なぜか

といいますと、本当に発達障害についてよく理解をしてる方を外部の方に迎えないとうま

くいかないでしょう。むしろ誤った支援計画をつくるんじゃないかなというふうな危惧も

あります。 

 あと外部の方を呼んでの会議では、いろいろアドバイスをもらうんですけど、そのアド

バイスが専門的過ぎてなかなか周りの人がわからないということもあります。ですので、

それを今度は実際の授業の場面では、どういうふうにすればいいのかなというふうに、そ

れを授業の工夫に置きかえることができる職員、そういった方が１人いると大分違うと思

います。そうじゃなければ、何かよくわからないけど難しい話を聞いたなで終わってしま

いますので。実際に支援の工夫とかそういったことを考えられる、一言で言うと、センス

のある職員の方がいると非常に助かると思います。 

 

司会（望月）：ありがとうございました。 

 お二方の発言を受けて、石川先生、若年支援の現状から見たときに、若者が学校を出て

くるというまでに経験しておいてほしいこと、職業準備の課題と言いかえてもいいかもし

れませんが、ずばりその辺をどのようにお考えかをうかがえますか。 

 

石川：ありがとうございます。 

 そもそも働くベースとして、生活のリズムが整っているというのかな、食事と睡眠と運

動というのがバランスよく日常生活の中で身についてることというのは、欠かせない一番

大事なことだと思います。 
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 それ以外に、もしできるならばということで、いつも先生方やご家族と話し合っている

のは、やっぱり経験を通して学んでいく方々なので、経験がとても大事だというお話をし

ています。彼らは言葉は知っている。言葉は知っているけど、それはタスク、行動にした

ら何を順番にすればいいかということを一生懸命考えてやるんだけど、はずれくじを引い

ちゃってるんですよね。なので、できるだけ、仕事を言われたときに何を意味してるかと

いうのを経験で学んでいくと強いなと。そのときに人を意識した仕事がそこに入るととて

もいいなと思っています。人を意識した仕事が体験できていると、実はそれが仕事をした

ときにとても役に立つし、実際経験しているので彼らの力になるなという印象があります。 

 もう一つ、我々は人間関係の中で生きている。彼らだけが努力するのではなくて、実は

相手をしている我々がどう振る舞っているかというのもとても大事。特に先生方、福祉の

領域にいる方々、対人援助の仕事をされている方は、察する力がやっぱりとても強みとし

て持ってらっしゃるんだと思うんです。ちょっと困った顔をしたり、ちょっと先生の顔を

じっと見ると、何か困ってるのかな、きっと彼はこういう状況だからと言って、どんどん

支援者が察する力が伸びていっちゃうと、彼らはちょっと目を合わせる、ちょっと歩み寄

るだけで自分の要求が満足させられることがある。なので、支援者がどんどん察する力が

伸びていっちゃうと、実はもしかしたら発する力を伸ばすチャンスが少なくなるかもしれ

ない。この２点かなと思っています。 

 

司会（望月）：ありがとうございます。 

 そもそもの溝、そもそもの不連続をどうやって支えていくのか、埋めていくのか、ある

いはつないでいくのかというところで、お話を進めていただいております。 

 今度は、逆に高校から見たときに、若年支援機関に期待するところ、聞きたいことって

多分おありだろうと思います。それから大学校から見たときにもおありだろうと思います。

そのところを石川先生にお答えいただいて、まとめたいと思います、林先生、高校から見

たときの期待はどんなところにありますでしょうか。 

 

林：いろいろ体験から学んでいくということで、まさにそのとおりだという気はするんで

すね。ですから、ワークチャレンジプログラムでこのプログラムを実施しまして、１４項

目、例えば、職業についたときの挨拶はどういうのがいいのか。また、仕事が終わった場

合、どういうふうなやり方がいいのか、あと個人情報の管理なんかについてもいろいろ学

びます。そういう知識を身につけるという場としてもちろんやってるわけですから、こう

いったものが身についてるかプログラムをやる前とやる後でちょっとチェックをするんで

すけども、そうすると必ず上がってくる。ほぼ１００％に近く満点がとれるようになるん

ですね。 

 知識は非常に身についている、理解している。ただ、その知識を生かせる場所が、じゃ、

どこにあるんだろうかということで、実行機能として知ってはいるけれども、できるんだ

ろうかということを考えたときに、このプログラムをやってる最中はきちんとできるんで

すね。ところが、いざ今度別の普通の授業に入って、学校の場面になると、あれ、さっき

習ったことなのにできないなと、担当の先生なんかよく言ってくるんですけれども、それ

はそうだろうなと。というのは、周りの目がありますから、やはり難しいところがある。
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ですから、学校としては例えばインターンシップみたいな機会を通して、こういったせっ

かく学んだことを使えるような場面を続けさせてみたり、またアルバイトでもいいので、

その場面でやるということも必要かなと考えてます。 

 特に、ライフスキルを取った生徒が清掃で行ったんですけれども、アルバイトでその清

掃の仕方が非常に丁寧であるということを褒められたと。ですから、体験の講師をした市

民講師の先生にぜひ報告したいんだと。とてもいい経験だったという話があったりします。 

 ですから、せっかく習ったことをどこかで実行できる場面、インターンシップが一番い

いのかもしれないんですけれども、そういった場面を考えたときに、学校からこの場所を

探すというのが非常に難しいんですね。ハローワークに話したり、区の就労支援課とも話

もするんですけれども、なかなかそういったところを見つけにくいというところで、サポ

ステみたいなところから、こういう企業があって、こういう受け入れがあるよと。その中

である程度、ちょっとこういう子なのねということがわかっている会社、ある程度理解し

ている、あ、こういう子もいるんだな、こういう子もいて、こういう子もやはり育ててい

こう、社会で育てていこうというそういう企業を見つけるということをぜひ手伝っていた

だければなというふうに考えています。 

 

司会（望月）：石川先生、なかなか時間が厳しくなってまいりました。端的にアドバイスを

いただけるとありがたいのですが。 

 

石川：林先生がおっしゃっていただいたことが、まさに我々就労支援者に求められている

ことだろうなと思っております。インターンシップ企業先を開拓するときのポイントは、

我々が考えるいい仕事という価値観をがんじがらめにしないこと。彼らにとっていい仕事

がどういうものかはわからない。私たちがこれはいい仕事と思って開拓したものがぴった

りとは限らないので、ありとあらゆる企業様にお願いをして、若者を一緒に育てるという

意味でお願いをしております。 

 

司会（望月）：ありがとうございました。 

 深江先生から、大学校から見たときの若年支援機関に期待するところ、こちらのほうを

一言お願いできますでしょうか。 

 

深江：大学校からというよりも、私が取り組んできて非常に悩んだ話なんですけど、本人

にいわゆるグレーゾーンで診断も何もないというケースの場合、支援機関、あるいは医師

の診断が必要な場合なんだけど、それをなかなか聞くことが必要だというのを理解しても

らうのは難しいんですよ。保護者の方は理解して、それでうまいこと医療機関のほうに連

れていっても、その後、障害受容がうまくいかなくて、保護者の方は支援機関を利用した

いんだけど、本人がすごい反発して、ついには学校やめるとか言い出すような場合もあっ

たんですよ。非常に自己理解からうまく支援機関の利用に結びつけるというところが難し

くて、逆に周りを見てみると、サポステさんとかはそういうところは、グレーゾーンの学

生とかをうまく支援機関に結びつけているので、一体どんなノウハウがあるのかなという

のが非常に聞きたいと思いますので、ぜひお願いします。 
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司会（望月）：石川先生、よろしくお願いします。 

 

石川：ありがとうございます。 

１つには学校と就労のまた大きな１つの違いが、就労のときは選択肢が一般就労か障害

者就労かという入り口が、ルートがぱきんと２つに分かれてしまうというのが、今のやり

にくさだなというふうに感じております。ですので、我々はそこからは入りません。あな

たにとって目指す生き方にとって、得か損で考えてくれという話をしています。いい悪い

ではなくて、得か損かで。イチローだって本田だってエレキテルだって、マネジャーもい

ればエージェントもいるよね。あなたは仕事をするけれども、エージェントというのはさ

まざまな条件の交渉だとか、困ったときにやりとりしてくれるとか、そんな仕事なんだと。

それ込みであなたは仕事をしていくほうがいいか、自分１人でいろいろ頑張ってやってみ

るのがいいか、今はそういうふうにルートは分かれていると。どっちがあなたにとって生

き方として得か損か。障害というのはビッグネームなので、最初は使いません。 

 もう一つ、「いい」と「悪いは」大きな価値観なので、それも使いません。得か損か。こ

れでご説明をしています。 

 

司会（望月）：ありがとうございました。 

 こんなふうにお話を伺ってまいりますときに、もう一つ、実は大きな課題が残っており

ます。このパネルディスカッションの副題に掲げたことですけれども、今の「得か損か」

の先に、職業リハビリテーションあるいは障害者雇用支援というところを選ぶかどうかと

いったようなこと。選択肢を、どんな段取りでつくっていくかというようなことのお話と

関係があるかと思います。診断を受けるかどうか、手帳をとるかどうか、あるいは専門支

援を利用するかどうか、それをどんなふうに提案していくのか、こうした点でのコメント

をいただいたうえで、職業リハビリテーションの専門支援、あるいは障害者の雇用の支援、

こうしたところを選択できる可能性を広げていくといったようなところで、それぞれのお

立場からのお考えをお伺いしていきたいというふうに思います。 

 不連続であること、選択肢を示すこと、それぞれなかなかどこから取り組んでいいかわ

からないほどの大きな壁かもしれません。それでも、やはり私たちが１人の人の人生にど

のようにかかわるかというかといったような視点で見ますときに、ここを抜きにしては語

れないというふうに考えるからです。 

 それでは、まずは、林先生、お願いいたします。 

 

林：本校は高校ですので、高校の前段階の中学校のときに、本校を受験するかどうかで非

常に悩まれて来る保護者の方もいらっしゃいます。高校に入ったほうがいいのか、それと

も特別支援学校の高等部のほうに入って、職業に進むほうがいいのか、そういったことで

迷われてる保護者の方や本人がいたりするんですけれども、そこでお話をしてるのは、や

はり学校はできることは限られていると。クラスも少人数展開ですとか、習熟度別授業で

すとか、かなり丁寧にやってはいる、先ほどの学習指導要領上、できるだけの支援はする

んだけれども、それ以上はできない。ですから、どういう支援がその子にとっていいのか、
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よく考えてほしいと。その上で本校を選ぶんであれば、本校に入っていただければそこで

は学校としてはできることはしたいという形でお話をしていきます。 

 そして今度出口のときに、さてどうするかということになるんですけれども、見てても

ちょっとこのまま一般の就労は厳しいだろうなというのがわかってはいても、なかなか、

じゃ、こちらにとは言えないので、大体ワンクッションを入れます。そのワンクッション

というのは、職業能力開発センターのほうの実務作業科のほうに入れるとかいう場合もあ

ったりします。９月１６日の解禁の後、試験を受けるんですけど、やっぱり落ちますよね。

１回、２回、３回落ちてくると、ちょっとこのままじゃまずいだろうな、おかしいなとい

う感じで本人も理解してくる。また保護者の方も、いや、これじゃちょっと普通に就労と

いうのは難しいのかもしれない。そこでこういう道もありますけどという、ちょっとずる

いんですけれども、そういう形でやっていかないと難しいなと。ですから、やっぱりどこ

かでつまづいて、自分はちょっとうまくいかないところがあるんだな。だから、次にどう

いう手だてがいいんだろう。支援の手を考えたほうがいいんだろうと。やはり転んでみて

受容というんですかね、理解してそして転んだときにはこういう支援がありますよ、サポ

ステもありますよ、職業リハビリセンターもありますよ、いろんな支援があるんだという

ことを、学校としては選択肢として教えていくという形になると思います。 

 

司会（望月）：ありがとうございます。 

 つまずかないと気づかない。察し過ぎというようなことも心にとめなければいけないと

いうことを踏まえて、先ほど石川先生のおっしゃった「損か得か」が、実は人生を左右す

るかもしれない。支援の利用可能性を拓くかもしれない。そんなご意見だったかと思いま

す。 

 それでは、深江先生、お願いいたします。 

 

深江：専門機関を利用するパターンというのは、大体は診断のある学生の方とか、あるい

は途中でポリテクカレッジ高知でわかって、それで利用しますという方が多いんですが、

しかし、自分からここに行きたいんですというふうに選択してきた学生は、過去において

は１例しかないです。そのほとんどのケースが、もう保護者の方も本人もどんな支援機関

があるのかどうかもわからない。そもそも、そういうのが存在すること自体知らないとい

うことが多いです。 

 そこでポリテクカレッジ高知では、本人のニーズに合わせて、それで支援機関を紹介す

るわけなんですけど、そのためには支援機関が県内にどんなのがあるのか、そこが一体ど

ういうふうなサポートをしてくれるのか、あるいはどういった状態像であれば受け入れて

くれるのか、そういったことをやっぱりつかんでないといけないわけです。ですので、こ

ちらは本人のニーズが一致しそうなところを見つけたら、先に支援担当者がそこの機関に

出向いて、ちょっと見学したりとか、あるいはちょっと検討してる学生がいるんですけど

とか話をしたりとか、そういうふうに顔をつないで、そして本人や家族の方に紹介したり

とかしています。支援機関の利用については本人のニーズ、それと先方のほうのできるこ

と、そういったことをチームを考えてやらなければと思っております。 

 あとはネットワークとして私どもも手探りでやってますので、どんな支援機関があるの
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かわからないことも多いので、そういったときは気軽にその情報をいっぱい持ってる機関、

そこを頼ります。発達障害者支援センター、各都道府県にあると思いますし、あるいは障

害者職業センターのカウンセラーの方に聞いて、情報を仕入れたりします。ネットワーク

づくりをそうやって進めていかないとなかなか難しいんじゃないかなと思っております。 

 

司会（望月）：ありがとうございます。 

 職業リハビリテーションあるいは障害者雇用の支援の利用ということは、なかなか選択

しがたい現状があるところで、情報提供の役割とか、あるいはその提供先と顔の見える支

援でつながっていくといったようなことの必要性ということについて、ご発言をいただい

たかと思います。 

 また、このことは先ほどの石川先生のおっしゃったマネージャーとしての役割とも共通

する部分がとても大きくて、誰がマネジャーになっていくのかといったようなこともまた

検討事項として残されるのかもしれないなど、考えておりました。 

 それでは、最後に、石川先生、お願いいたします。 

 

石川：ありがとうございます。 

今お話を聞いていて、職リハを例えば紹介するときに、結局我々が何を突きつけられて

るかと言うと、自分にとって障害というものをどう捉えてるかという問題だろうなという

のは、よく考えています。誰にとっても障害というのはいつ訪れるかわからない。障害と

いうのは、彼らとよく話しているんですが、今生きていることで困難がある、その状態が

障害なんだと。だから、これが一生続くかどうかは別の問題だと。今、生きていく上で、

あなたが生活をしていく上で困っている状態であれば、それは何らかのサポートとか手助

けを受ける権利がある。この権利を行使してもいいし、権利はもちろん行使しなくてもい

いし。でも、考えなければいけないのは、今決めたことがずっと続いちゃうわけではない。

常に人生というのは変わっていって、その時折にあなたはどういう権利を行使したらいい

か、それを考えていくことであって、障害というのは生きる上で今困難があるかどうか、

あなたに困難がなければそれに見合ったお手伝いもするし、もし困難があるんであれば、

それを一緒にお手伝いしよう。で、そのときに実は職リハというのは、今まであなたが知

っている中では、一番専門的で一番手助けをしてもらえるチャンスがあるかもしれないと

いうことと、あとその職リハを使ったＯＢ、ＯＧに合わせるということをしています。ど

んなに得かをしゃべってくれるので。 

  

司会（望月）：ありがとうございました。 

 きょうこちらで話題提供をぜひともとお願いしたお三方には、まだまだお聞きになりた

いことが、皆様の中にもたくさんおありになるかと思います。それぞれの方々と今後情報

を交換していただく機会にしていただけたらいいのではないだろうかと思っております。 

 実は社会資源は、地域によってさまざまです。どこにでも同じような資源があるわけで

もないということになります。ですが、それぞれの組織の中でできること、できないこと

といったようなことと向き合いつつ、外との連携をつくりながら、社会との「不連続」を

どうやって穏やかにつなげていくのかといったところで、学校は学校なりに、あるいは大
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学校は大学校なりに外部との機関連携を始めているというところかと思います。 

 例えば足立東高等学校で言えば、図書室にサポステの相談窓口が開設されているですと

か、あるいは卒業後、どこに相談していいかわからないなと思ったときに、在学中に知っ

た「あの人」のところに行けばいいんだといったような、あえて仕組まずとも伝わってい

くですとか、情報提供の延長上に選択肢の広がりというのは、おのずと見えてくる考える

ことができるかと思います。 

 深江先生がおっしゃってくださいましたように情報提供の選択肢というのは、地域によ

って異なっていて、さまざまあるけれども、そこをうまく選択肢として示すということで、

選択や意思決定といった行動を支えていくことになっていくといったこともまた、それぞ

れの取り組みです。うまくいく好事例をつくっていくという条件として見ていくことがで

きるかと思います。 

施設の中で完結を目指すというところも重要ですが、よりよい次の支援に誘うというこ

ともまた、重要なポイントになってくるかと思います。 

人一人の人生です。どこでどんな不連続があったとしても、続いていくということに寄

り添っていくということは、考えていかなければならないことに気づきます。好事例の条

件をこれからどのように生かしていくのか、とともに壁もありました。なかなか難しいこ

とというのも多々あるかと思います。そうした課題をどのように次の検討事項に掲げてい

くかということで、必ずや新しい明日が拓かれるということを目指していけたらよいので

はないかと思います。 

 ここでこのパネルディスカッションを閉じたいと思いますが、今ひとたび、お３人の話

題提供者に拍手でお礼をお伝えできたらと思います。 

 ありがとうございました。 


